
 

堺市の維持向上すべき歴史的風致
計画期間

令和5年度（2023）～令和14年度（2032）

本市の地形は、南部の丘陵地から海へと向かって緩やかに変化している。この大きな地帯構造が、各時代における人々の活動の場を育むことで、市街地
の形成に大きな影響を与えてきた。現在は、堺旧港や環濠都市を含む都心、百舌鳥古墳群やその周辺の伝統ある市街地、街道集落、浜寺や大美野に代表さ
れる近代近郊の開発地、泉北ニュータウン等の郊外住宅地と農村集落、里山の豊かな自然が残る南部丘陵地、高度経済成長期を支え、今また都市再生が進
む臨海都市拠点など、地域ごとに多様な特徴を有している。

これらの多様な市街地において、古墳を巡る周遊、茶の湯、刃物や線香等の伝統産業、海浜での行楽地など、各時代に新しい文化を取り入れながら地域
の人々により続けられてきた活動のほか、地域において受け継がれる祭礼行事等も展開している。これらの伝統を反映した人々の活動は、一部は形を変え
つつも、地域の人々の手により継承され、各時代に築かれた歴史・文化の重層的な発展と共に良好な市街地を育み、堺の特徴ある歴史的風致を形成してき
た。

１百舌鳥古墳群の周遊にみる歴史的風致

近世から現在に至るまで、地域

の人々をはじめ多くの人々が、仁

徳天皇陵古墳をはじめとする全国

有数の規模を誇る古墳群を訪れ、

陪塚を従えた巨大な古墳を造りえ

た大王の存在に畏敬の念を抱くな

ど、特別な思いをはせてきました。 仁徳天皇陵古墳

２月見祭・百舌鳥精進にみる歴史的風致

百舌鳥八幡宮の秋祭りである月

見祭や、正月に氏子の間で行われ

る百舌鳥精進を通して地域の人々

がひとつとなるとともに、伝統・

文化・歴史を大切にする心が今も

なお地域に根付き、大切に守り継

がれています。 宮入の様子

６上神谷のこおどりにみる歴史的風致

上神谷のこおどり

３環濠都市の伝統産業にみる歴史的風致

環濠都市内の町家で今も製造販売

が行われている刃物や線香などの伝

統産業は、歴史的に先進性・個性・

創造性を持った世界に誇る匠の技術

に支えられており、訪れる人々の多

くがその技と特別な空間に魅了され

ます。
堺打刃物の製造風景

７やっさいほっさいにみる歴史的風致

石津太神社では、約2,800本のご
神木と呼ばれる薪を境内に円筒形

に積み上げ、焚き上げた後に火渡

り神事を行います。 やっさいほっさい

４神輿渡御にみる歴史的風致

住吉大社から宿院頓宮へ神輿行列

が渡る神輿渡御を通し、『住吉祭礼

図屏風』にも描かれる盛大な祭りの

様子と賑わう街道やまちなみの中で

堺と住吉大社との古くからのつなが

りがもつ伝統の重みを伝え、海とと

もに歩んできた堺の人々の信仰心を

感じることができます。
神輿渡御の様子

５環濠都市の茶の湯にみる歴史的風致

中世において、千利休をはじめと

する堺の茶人が大きな影響を与えた

茶の湯が持つ礼節やもてなしの心は、

南宗寺で行われる利休忌をはじめと

して、今もなお堺において広く伝わ

り、市内外の人々が流派にとらわれ

ることなく、茶の湯の文化にふれる

ことができます。
利休忌

８海浜部の行楽にみる歴史的風致

古くからの景勝を今に受け継ぎ、歴史

香る憩いの場として親しまれている浜

寺公園や大浜公園は、各時代に行楽地

として最先端を歩み、昔も今も変わる

ことなく、多くの人々に親しまれ、そ

の賑わいは絶えることがありません。 大松林の下での行楽

も ず

に わ だに

堺市南部の農村集落である鉢ヶ

峯寺地区の國神社に伝わる神事舞

踊として中世以来村の若衆によっ

て伝えられてきました。
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堺市の重点区域における施策・事業概要

(1)「歴史上価値の高い建造物等の保存・活用」に関する事業 (3)「伝統を反映した人々の活動」に関する事業 (4)「歴史・文化に対する市民意識」に関する事業
・指定等文化財保存修理事業 ・堺市地域文化遺産活用活性化事業 ・観光ボランティアガイドとの連携 ・SAKAI散走事業
・浜寺公園駅旧駅舎及び諏訪ノ森駅旧駅舎保存活用事業 ・堺市地場産業振興事業 ・歴史・文化資源を活用した周遊事業 ・堺市シェアサイクル事業

・堺市伝統産業後継者育成事業 ・市域内における案内板の整備 ・自転車通行環境の整備
・堺市戦略的産業観光(オープンファクトリー)推進事業 ・竹内街道・横大路(大道)活性化実行委員会事業 ・各区での歴史・文化資源を
・学校教育の場での茶の湯体験 ・西高野街道観光キャンペーン協議会事業 活かした公開・活用事業

重点区域の名称と面積 ・百舌鳥古墳群及び周辺区域 662ha
・環濠都市区域 250ha

環濠都市区域

重点区域を対象とした事業

市全域を対象とする事業

◆実施する事業の区分

(1)「歴史上価値の高い建造物等の保存・活用」に関する事業

(2)「歴史的建造物の周辺市街地の環境」に関する事業

(3)「伝統を反映した人々の活動」に関する事業

(4)「歴史・文化に対する市民意識」に関する事業

●堺市の歴史的風致における重点区域

堺市の地域特性や時代背景のもと培われた歴史的風致の
広がりをもとに、歴史的風致の核となる重要文化財や史跡
をはじめとする指定等文化財だけでなく、指定等以外の古
墳や町家等の歴史的建造物が集積し、歴史・文化の醸成に
大きな影響を与えてきた「百舌鳥古墳群及び周辺区域」及
び「環濠都市区域」の２区域を重点区域に設定した。

百舌鳥古墳群及び周辺区域

町家歴史館活用事業

堺伝匠館での実演・体験イベント

まちなみ再生事業

文化観光拠点の管理運営事業

環濠都市堺の再生事業

Osaka Free Wi-Fi整備事業 百舌鳥古墳群整備事業

百舌鳥古墳群に関する情報
発信や市民と協働した取組

Osaka Free Wi-Fi整備事業

大仙公園整備事業

ガス気球運行事業

堺市博物館企画展示事業

堺市博物館学芸講座事業

校外学習受け入れ事業


